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1 広報しんおんせん（4月号）

広　報

しんおんせん

消防団は初期消火と地域防災のかなめです―。８月 29 日、浜坂町漁業協同組合駐車場で
第 43 回新温泉町消防団浜坂支団消防大会が行われ、35 度を超える猛暑の中、各分団員は
日頃の訓練の成果を競い合いました。これまでは水を使わない型を重視した空操法でした
が、今年から実際に放水し、タイムや動きを審査する実践的な水出し操法になりました。
いずれの分団も真剣に取り組み、見事な操法でしたが、小型ポンプ操法は第６分団三尾部、
ポンプ車操法は第７分団大庭部が優勝しました。町全体で７４６名の団員が活躍されてい
ます。これからも安全・安心のまちづくりのためよろしくお願いします。　
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町政のうごきから

山陰海岸ジオパークが世界に挑戦

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
が
現
地
審
査

　山陰海岸ジオパークの世界ジオパークネットワーク（ＧＧＮ）への加盟に向け、８月１日から
４日まで審査委員による現地審査が行われました。新温泉町では２、３日の両日、三尾大島周辺
と湯村温泉、町山陰海岸ジオパーク館を回り、海岸の地質や景観、地元住民の生活とのつながり、
教育や観光施設などについて審査を受けました。
　山陰海岸ジオパークの世界ジオパークへの加盟の可否は、10 月にギリシャで開催される会議
で最終審査が行われ、決定される予定です。

　

来
訪
し
た
の
は
、
Ｇ
Ｇ
Ｎ
委
員
の
ニ

コ
ラ
ス
・
ゾ
ウ
ロ
ス
（
ギ
リ
シ
ャ
）
さ

ん
と
パ
ト
リ
ッ
ク
・
マ
ッ
キ
ー
バ
ー（
イ

ギ
リ
ス
）
さ
ん
で
、
８
月
１
日
の
鳥
取

市
の
鳥
取
砂
丘
を
皮
切
り
に
、
京
都
府

京
丹
後
市
ま
で
の
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
エ
リ
ア
を
審
査
し
ま
し
た
。

但
馬
御
火
浦

　

本
町
で
は
ま
ず
、
三
尾
大
島
周
辺
を

訪
れ
、
地
質
的
な
成
り
立
ち
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
後
、
長
崎
鼻
で
実
際
に

柱
状
節
理
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
地

区
に
設
置
さ
れ
て
い
る
案
内
看
板
や
お

地
蔵
さ
ま
、
五
輪
塔
な
ど
に
も
関
心
を

示
し
、
地
元
の
暮
ら
し
と
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

荒
湯
・
湯
村
温
泉

　

そ
の
後
、
湯
村
温
泉
を
訪
れ
、
旅
館

朝
野
屋
の
女
将
・
朝
野
ま
り
さ
ん
の
案

内
で
温
泉
街
を
歩
き
ま
し
た
。
荒
湯
で

は
、
地
元
の
人
た
ち
が
料
理
や
洗
濯
を

し
て
き
た
約
１
１
６
０
年
の
歴
史
を
聞

き
、
荒
湯
で
ゆ
で
た
卵
を
試
食
し
て
い

ま
し
た
。
杜
氏
館
や
薬
師
湯
、
春
来
川

を
ゆ
っ
く
り
と
視
察
し
、
荒
湯
が
地
元

の
暮
ら
し
に
溶
け
込
ん
で
い
る
こ
と
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

朝
野
さ
ん
の
笑
顔
と
お
も
て
な
し
、

流
ち
ょ
う
な
英
語
に
よ
る
案
内
に
委
員

２
人
は
な
ご
や
か
に
温
泉
街
を
楽
し
ん

で
い
る
様
子
で
し
た
。

　

朝
野
さ
ん
は
案
内
役
を
終
え
て
「
ジ

オ
パ
ー
ク
の
勉
強
は
、
旅
館
の
仕
事
に

役
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
。
荒
湯
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
ゴ
ミ
減
量
化
な
ど
の
環
境
問
題
に

も
取
り
組
み
た
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。町

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

３
日
は
、
町
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

館
を
訪
れ
、
地
質
と
学
習
的
活
動
に
つ

い
て
視
察
し
ま
し
た
。
同
館
で
は
、
町

三尾大島（奥）などの説明を受ける世
界ジオパークネットワークの委員

朝野まりさんのホスピタリティあふれ
る案内に、委員も笑顔がはじけた

山陰海岸ジオパーク館の巨大日本地図に興味
を示し、２階からの展望には感嘆の声も
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地
質
が
自
然
や
文
化
、　
　
　
　
　
　

地
元
の
人
と
の
生
活
に
結
び
つ
い
て
こ
そ　

　
　
　
　
　
　

    
ジ
オ
パ
ー
ク
に
な
る

　

Ｇ
Ｇ
Ｎ
の
現
地
審
査
は
終
わ
り
ま
し

た
が
、
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
が
終
わ
っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。地
質
遺
産
が
、

バ
イ
オ
、
自
然
、
文
化
、
農
業
そ
れ

か
ら
人
々
の
生
活
な
ど
に
つ
な
が
っ
て

こ
そ
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。
荒
湯
の
よ
う

に
生
活
に
溶
け
込
み
、
無
意
識
の
う
ち

に
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
も
の
、
美

し
い
海
岸
美
を
誘
客
に
つ
な
げ
て
い
る

観
光
業
な
ど
、
私
た
ち
の
周
り
に
は
ジ

オ
に
つ
な
が
る
営
み
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。ジ

オ
サ
イ
ト
の
案
内
役

地
元
ガ
イ
ド
を
養
成
中

　

町
内
の
２
観
光
協
会
を
は
じ
め
、
各

地
で
ジ
オ
サ
イ
ト
（
景
勝
地
）
を
案
内

す
る
地
元
ガ
イ
ド
の
養
成
が
進
ん
で
い

ま
す
。
地
元
を
知
り
、
伝
え
る
ガ
イ
ド

の
役
割
は
重
要
で
、
今
後
活
躍
の
場
は

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
多

く
、
案
内
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
習
会
で
理
解
が
す
す
む

　

ま
た
、
町
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

を
利
用
し
た
学
習
会
が
数
多
く
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
谷
本
勇
館
長
が
ジ
オ
サ

イ
ト
の
映
像
を
写
し
て
山
陰
海
岸
の
成

り
立
ち
を
説
明
し
た
り
、
岩
石
や
砂
を

使
っ
た
体
験
学
習
を
指
導
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
学
習
で
き

ま
す
の
で
、
触
れ
て
見
て
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。

12
個
の
案
内
看
板

　

町
内
12
箇
所
に
案
内
看
板
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
ジ
オ
サ
イ
ト
の
成
り
立
ち

を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
お
り
、
英

教
育
委
員
会
主
催
の
「
子
ど
も
ふ
る
さ

と
教
室
」
を
行
っ
て
お
り
、
浜
で
集
め

た
石
の
大
き
さ
を
測
定
す
る
子
ど
も
た

ち
の
様
子
を
興
味
深
そ
う
に
観
察
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
巨
大
な
日
本
地
図
の
ジ
オ
ラ

マ
に
関
心
を
示
し
、
熱
心
に
操
作
し
て

い
ま
し
た
。
空
き
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て

い
る
２
階
部
分
の
活
用
方
法
を
質
問
す

る
一
方
で
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
広
が
る
青

い
海
を
眺
め
「
２
階
か
ら
の
景
色
は
美

し
い
。
学
習
施
設
と
し
て
は
最
適
の
場

所
だ
。」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

語
の
表
記
も
あ
り
ま
す
。
一
度
、
足
を

止
め
て
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
普
段
の
生
活
の
延
長

や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
行
動
が
ジ
オ
パ
ー

ク
活
動
の
支
え
に
な
り
ま
す
。
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
加
盟
は
通

過
点
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
私
た
ち

の
町
に
あ
る
地
質
的
価
値
と
魅
力
を

知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
最
初
の
一
歩

を
踏
み
出
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

企
画
課　

℡
82
‐
５
６
２
４

　

町
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館　

　
　

℡
82
‐
５
２
２
２

【下】ジオパーク研修会の様子（8 月 27 日行わ
れた浜坂町漁協職員と女性部員の研修会）

三尾地区では住民による地元ガイドの研修が
繰り返し行われている

【上】子ども対象の体験型学習。石や砂を集める
ことから始まる（8 月 3 日子どもふるさと教室）
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身
近
に
な
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

ブ
ロ
グ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
公
開
、

音
楽
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
な
ど
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
身
近
な
存
在
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
家
庭
や
職
場
の
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

す
れ
ば
、
多
種
多
様
な
情
報
を
入
手
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
手
軽
で
簡
単
に
情
報
を
入

手
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
、
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
に
よ
っ
て
利
便
性

が
大
き
く
違
い
ま
す
。
利
用
す
る
回
線

の
種
類
に
よ
っ
て
は
「
画
面
が
な
か
な

か
表
示
さ
れ
な
い
」「
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
遅
い
」
と
い
っ
た
状
況
に
イ
ラ
イ
ラ

し
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

情
報
通
信
基
盤
の
現
状

　

町
内
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

線
の
現
状
は
、
浜
坂
地
域
で
は
民
間
通

信
事
業
者
が
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
方
式
に
よ
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
温
泉
地
域
で
は
、
町

営
の
新
温
泉
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
他
、
民
間
通
信
事
業
者
が
Ａ
Ｄ
Ｓ

Ｌ
方
式
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

温
泉
地
域
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が

地
区
全
域
に
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
方
式
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
浜
坂
地

域
で
は
、
収
用
局
か
ら
の
距
離
が
遠
い

場
合
に
は
通
信
速
度
が
低
下
し
、
良
好

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
な
い
世
帯
が
多
く
存
在
し
ま
す
。

　

ま
た
、
山
間
地
域
が
多
く
小
規
模
集

落
が
点
在
す
る
本
町
で
は
、
光
フ
ァ
イ

バ
に
よ
る
情
報
通
信
網
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
採
算
性
が
見
込
め
な
い
こ
と
か

ら
民
間
通
信
事
業
者
に
よ
る
整
備
が
進

ん
で
お
ら
ず
、
都
市
部
と
大
き
な
情
報

格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

事
業
の
目
的

　

町
で
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
う
え
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
等
し

く
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
環
境

の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活

性
化
や
若
者
の
定
住
促
進
な
ど
に
関
す

る
重
点
施
策
を
よ
り
効
果
的
に
実
施
す

る
た
め
、
新
温
泉
町
情
報
化
推
進
委
員

会
等
で
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
浜
坂
地
域
全
域
を
対
象
と
し

て
、「
民
設
民
営
方
式
」
に
よ
る
光
フ
ァ

イ
バ
を
用
い
た
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境

整
備
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 

新
温
泉
町
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業　

 
民
設
民
営
に
よ
る
光
フ
ァ
イ
バ
網
を

　
　
　
　
　
　

浜
坂
地
域
全
域
に
整
備

　

新
温
泉
町
で
は
、
地
域
間
に
お
け
る
情
報

格
差
を
解
消
し
、
便
利
で
快
適
な
生
活
環
境

の
提
供
や
地
域
経
済
の
活
性
化
、
高
度
情
報

化
社
会
に
対
応
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
た
め
に
、
民
間
通
信
事
業
者
に
よ
る
光
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
事
業
を
実
施
す
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
浜
坂
地
域
全
域
を
対
象
と

し
、
平
成
24
年
４
月
の
利
用
開
始
を
目
指
し

て
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
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「
民
設
民
営
方
式
」
と
は

　

今
回
の
事
業
で
は
町
の
経
費
負
担
を

よ
り
軽
減
す
る
た
め
に
、「
民
設
民
営

方
式
」
に
よ
る
整
備
を
行
い
ま
す
。
こ

の
方
式
は
、
町
が
直
接
的
に
通
信
施
設

な
ど
の
環
境
整
備
や
サ
ー
ビ
ス
を
行
わ

ず
、
整
備
・
運
営
を
実
施
す
る
民
間
通

信
事
業
者
を
選
定
し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
始
め
る
た
め
の
事
業
費
の
一
部
を
補

助
す
る
方
式
で
す
。
自
治
体
が
自
ら
通

信
網
を
整
備
し
運
営
を
事
業
者
に
任
せ

る
「
公
設
民
営
方
式
」
と
比
較
し
て
、

施
設
整
備
に
か
か
る
経
費
の
一
部
の
み

を
町
は
負
担
す
る
だ
け
で
、
整
備
後
の

運
営
経
費
や
施
設
の
更
新
に
か
か
る
経

費
な
ど
を
町
は
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
後
年
に
わ

た
る
経
費
負
担
が
町
に
は
発
生
せ
ず
、

公
費
の
支
出
を
よ
り
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、「
民
設
民

営
方
式
」
に
よ
る
整
備
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
利
用
者
は
、
運
営
す
る
事
業

者
の
通
常
の
サ
ー
ビ
ス
料
金
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
、
料
金
の
中
に
整
備

に
関
す
る
費
用
負
担
が
追
加
に
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
提
供
さ
れ
る
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
や
価
格
に
つ
い
て
は
、
実

施
事
業
者
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
詳
細
に
関
し
て
は
実
施
事
業
者
決

定
後
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　
　
　
　

　

企
画
課　

通
信
基
盤
整
備
係　
　

　
　

℡
82
‐
５
６
２
４

日本では約２万５千人の結核患者が発生　　　　　
　　～但馬でも患者が増加～
　但馬でも平成 21 年に 40 人もの結核患者が発
見されました。70 歳以上の患者が７割以上を占
めるなど高齢者が多くを占めていますが、若い世
代の患者も発見されており、今後も注意が必要で
す。
結核は結核菌により起こる病気
　結核は、結核菌により起こる病気です。人に感
染させるおそれがあるのは、咳

せき

、痰
たん

などに結核菌
が含まれている場合だけで、咳

せき

や痰
たん

などに結核菌
がない場合は人には感染させません。また、結核
に感染した場合、発病するのは 10 人に１人か２
人と言われています。
長引く咳

せき

は要注意
　結核の初期症状はあまりはっきりとしません
が、咳

せき

や痰
たん

、発熱などの症状で始まります。高齢
者は症状が分かりにくいこともありますが、２週

間以上咳
せき

や痰
たん

が続く場合など、すぐに医療機関を
受診してください。
早期発見のポイント
～結核は早期発見が非常に重要～
①咳

せき

や痰
たん

が続くときは、結核の検査を受けましょ
う。

②高齢者の場合は、体重が減ったときにも結核を
疑って相談しましょう。

③年１回は結核健診やがん検診、職場の定期健診
　などで胸部レントゲン検査をうけましょう。
結核は治る病気です
　結核は治る病気です。治療を続けることにより、
周りの人にうつす恐れもなくなります。自分のた
め、大切な人のためにも早期発見と治療が大切で
す。

【結核相談窓口】
　豊岡健康福祉事務所　健康管理課
　　℡（０７９６）26 ‐ ３６６０

９月 24 日～ 30 日は結核予防週間です　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　そのせき、結核ではありませんか？

光ブロードバンドのメリット

◆高画質の動画も楽しめる
　映画、アニメなど高画質の動画でも途

切れることなく安定して視聴することが

できます。

◆仕事での使用も安心
　回線速度が安定しているので、さまざ

まな仕事での使用も安心です。ブロード

バンドを活用した企業活動の可能性が広

がります。

◆ダウンロード時間が短縮
　大容量のファイルでも高速ダウンロー

ドができ、大幅に時間短縮できます。

◆アップロード時間も短縮
　大容量ファイルの転送や、ブログ・ホー

ムページの更新も快適に行うことができ

ます。
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広報しんおんせん（９月号）

町政のうごきから

旧温泉保育園を有効活用するには・・

―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

　

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
３
名
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

温
泉
保
育
園
跡
地
を
宅

地
と
し
て
分
譲
し
て
は

　

統
廃
合
に
よ
り
、
多
く
の
学
校
や

保
育
園
跡
地
が
利
用
計
画
も
な
い
ま

ま
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
温
泉
保
育

園
跡
地
は
、
湯
村
温
泉
が
配
湯
で
き
、

分
譲
地
と
し
て
最
適
だ
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
（
30
歳
代　

男
性
）

町
名
の
変
更
は
現
実
的

で
は
な
い
。
今
は
町
歌
で

は
な
く
Ｐ
Ｒ
ソ
ン
グ
を

　

町
名
の
変
更
は
、
外
部
へ
の
周
知

や
変
更
に
伴
う
費
用
を
考
慮
す
る
と

現
実
的
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
町

歌
制
定
は
、
町
名
問
題
が
解
決
す
る

ま
で
延
期
し
、
活
用
の
幅
が
広
い
Ｐ

Ｒ
ソ
ン
グ
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
20
歳
代　

男
性
）

　

旧
温
泉
保
育
園
は
、
台
帳
面
積
で
約

１
，
６
０
０
㎡
の
敷
地
に
園
舎
と
倉
庫

を
あ
わ
せ
て
約
７
７
０
㎡
の
建
物
が
あ

り
ま
す
。
温
泉
小
学
校
区
で
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
を
設
立
す
る
際
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
が
必
要
で
あ
る
と
の
地
元
要
望
を
受

け
て
、
現
在
建
物
の
一
部
は
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
21
温
泉
に
貸
し
付
け
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
施
設
北
側
の
駐
車
場
の
一

部
は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
園
児
バ
ス

駐
車
場
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

宅
地
分
譲
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ご
提
案
の
と
お
り
イ
ン
フ
ラ
面
で
は
、

　

平
成
17
年
10
月
の
合
併
の
際
、
変
更

合
併
協
定
書
の
「
３　

新
町
の
名
称
」

に
「
名
称
は
、温
泉
町
と
す
る
」
を
「
名

称
は
、
新
温
泉
町
と
す
る
。
た
だ
し
、

合
併
後
検
討
す
る
。」
と
す
る
。
と
、

明
記
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
、
同
協
定
書
の
た
だ
し
書
き

に
基
づ
い
て
本
年
７
月
に
地
域
の
代
表

者
と
町
議
会
議
員
か
ら
な
る
「
新
温
泉

町
町
名
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
町

名
の
検
討
に
つ
い
て
調
査
し
、
検
討
報

告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
本
委
員
会
の
役
割
は
広

く
町
民
の
意
見
を
お
聞
き
す
る
と
と
も

に
、
委
員
に
は
公
平
な
立
場
で
議
論
に

参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見

上
下
水
道
管
、
温
泉
配
湯
管
が
前
面
の

道
路
に
あ
り
分
譲
地
と
し
て
は
魅
力
の

あ
る
土
地
で
す
が
、
過
去
の
町
有
分
譲

地
の
需
要
動
向
か
ら
推
測
す
る
と
、
確

実
に
土
地
の
販
売
が
見
込
め
る
状
態
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
、
現
時
点
で
は
、
分
譲

地
と
し
て
整
備
す
る
た
め
の
費
用
を
投

入
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
（
総
務
課
長　

西
村
大
介
）

　

県
中
学
総
体
団
体
を
連
覇
し
た
浜
坂

中
学
校
相
撲
部
は
、
8
月
18
、
19
日
に

鳥
取
市
で
開
催
さ
れ
た
第
40
回
全
国
中

学
校
相
撲
選
手
権
大
会
に
出
場
し
、
５

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

団
体
戦
は
、
準
々
決
勝
で
今
大
会
で

優
勝
し
た
熊
本
県
の
八
代
第
四
中
学
と

対
戦
し
、
惜
し
く
も
破
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
県
代
表
と
し
て
個
人
戦
に
出
場

し
た
主
将
の
片
村
敬
也
君
も
予
選
リ
ー

グ
を
突
破
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進

み
ま
し
た
が
、
初
戦
で
惜
し
く
も
敗
れ

ま
し
た
。

　

休
み
な
く
厳
し
い
稽
古
を
続
け
て
き

た
結
果
で
し
ょ
う
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

浜
坂
中
学
校
相
撲
部　
　

　
　
　

全
国
大
会
で
５
位

片
村
主
将
も　
　
　
　
　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出  全員で勝ち取った全国５位入賞
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町政のうごきから

「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案・要望などを書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

子
育
て
支
援
は
、
い
つ
で

も
誰
に
で
も
提
供
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
に
し
て
ほ
し
い

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
登
録
制

に
な
っ
て
お
り
、
年
3
回
の
登
録
時

を
逃
す
と
、
途
中
で
は
参
加
で
き
ま

せ
ん
。
誰
に
で
も
門
戸
を
開
い
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
子
育
て
経
験
豊
富
な

人
に
よ
る
子
育
て
相
談
な
ど
を
開
設

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
（
30
歳
代　

女
性
）

　

浜
坂
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
護
者
の
サ
ー
ク
ル
活
動
、
年
齢
別
活

動
、
季
節
ご
と
の
行
事
、
講
演
会
、
地

域
と
の
交
流
、
お
で
か
け
活
動
な
ど
た

く
さ
ん
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
会
員
を
年
３
回
（
4
・
7
・
11
月
）

募
集
し
て
お
り
、
保
険
加
入
後
に
参
加

い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
保
険

は
、
活
動
中
の
万
一
の
事
故
に
対
応
す

る
た
め
の
も
の
で
、
保
険
料
は
加
入
者

負
担
と
し
て
い
ま
す
。
募
集
時
期
を
３

回
に
し
て
い
る
の
は
、
保
険
加
入
の
手

続
き
と
手
数
料
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
で
す
。。

　

今
回
、
ご
意
見
を
参
考
に
さ
せ
て
い

た
た
き
、
来
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
は
日
に
日
に
成
長
し

て
い
き
、
子
育
て
に
悩
み
は
つ
き
も
の

で
す
。
そ
う
し
た
悩
み
に
つ
い
て
は
、

電
話
相
談
と
面
接
相
談
を
随
時
受
け

※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
隔
月
（
奇
数
月
）

に
そ
の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹
介
し

ま
す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
年
２
回
ま

で
、
３
回
目
以
降
は
個
別
に
お
答
え
し
ま

す
。
な
お
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た
文
章
は
、

編
集
の
都
合
で
一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

も
参
考
と
し
な
が
ら
、
約
２
年
か
け
て

さ
ら
に
議
論
を
深
め
報
告
書
と
し
て
取

り
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
町
歌
に
つ
い
て
は
、
町
名
検

討
の
結
果
を
待
っ
て
か
ら
「
協
働
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
」
で
あ
ら
た
め
て
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
Ｐ
Ｒ
ソ
ン
グ
の
策
定

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
予
定
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
必
要
に
応
じ

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
（
企
画
課
長　

田
中
雅
樹
）

付
け
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
職
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
登
録
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
し
、秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
の
で
、

い
つ
で
も
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
福
祉
課
長　

西
垣
日
出
樹
）

第２回町名検討委員会 傍聴いただけます
◆とき　9 月 26 日 ( 日 ) 午後 7 時 30 分～ 9 時 30 分
◆ところ　温泉総合支所 ２階集会室
◇講演　「合併後のまちづくり
　　　　　町名検討にあたって考えるべきこと」
　講師　関西学院大学大学院教授　小西砂千夫さん
◇意見交換
◆問い合わせ　町名検討委員会事務局（企画課）　
　　　　　　　℡ 82 ‐ ５６２４

子育て経験豊富な祖父母も参加します
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

町政のうごきから

コ
リ
ド
ー
21
サ
ミ
ッ
ト
開
催　
　
　
　
　
　

　
　
　

県
境
を
越
え
て
若
者
定
住
事
業
や
婚
活
事
業

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
２
万
便
達
成

　
　
　
　
　
　
　

助
成
制
度
を
利
用
く
だ
さ
い
！

　

8
月
19
日
、
豊
岡
市
の
コ
ウ
ノ
ト
リ

但
馬
空
港
の
発
着
便
が
、
平
成
６
年
５

月
の
開
港
以
来
２
万
便
を
達
成
し
ま
し

た
。
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
関
係
者

ら
が
く
す
玉
を
割
っ
て
祝
い
、
搭
乗
者

に
は
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
」
な
ど

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
大
阪
伊
丹
空
港
往
復
２
便
が

就
航
し
て
お
り
、
町
で
は
住
民
の
皆
さ

ん
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
助
成
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
大
阪
伊
丹
空
港
を
乗

り
継
い
で
東
京
（
羽
田
空
港
）
へ
の
格

安
な
旅
行
商
品
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す

　

コ
リ
ド
ー
21
（
因
但
県
境
自
治
体
会

議
）
の
サ
ミ
ッ
ト
が
8
月
10
日
、
若
桜

町
で
開
か
れ
、
各
自
治
体
の
首
長
と
議

長
が
若
者
定
住
・
雇
用
促
進
、
婚
活
事

業
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

コ
リ
ド
ー
21
は
、
兵
庫
県
と
鳥
取
県

の
県
境
に
接
す
る
自
治
体（
新
温
泉
町
、

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
羽
田
空
港
の
第
４
滑
走
路
の

運
用
開
始
に
あ
わ
せ
て
小
型
機
の
発
着

枠
が
広
が
る
た
め
、
東
京
直
行
便
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

企
画
課　

℡
82
‐
５
６
２
４

香
美
町
、
鳥
取
市
、
岩
美
町
、
八
頭
町
、

若
桜
町
）
が
、
圏
域
振
興
を
図
る
目
的

で
平
成
８
年
に
設
置
し
、
各
市
町
の
住

民
の
交
流
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
Ｐ

Ｒ
や
各
市
町
で
連
携
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

岡
本
町
長
は
、
文
化
財
級
の
空
き
家

は
町
の
財
産
と
し
て
保
全
し
、
ま
ち
づ

く
り
の
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
な

ど
、
空
き
家
が
生
き
返
る
具
体
例
を
提

案
し
ま
し
た
。

航空運賃と助成金の一例（単位：円）　　　　

航空券の
種類 料金

助成金
（但馬空港

推進協）

　町　
助成金

 実質  
負担額

普通運賃 12,400 3,000 3,000 6,400
先得割引 6,900 ― 1,500 5,400
小人運賃 6,200 ― 2,000 4,200

※各種航空券に応じて 1,500 ～ 3,000 円を
    助成します。

若桜町で行われたコリドー 21 サミット

くす玉を割って２万便を祝う関係者たち
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広報しんおんせん（９月号）

町政のうごきから
　

Ｊ
Ｒ
山
陰
線
の
新
余
部
橋
り
ょ
う
が

開
通
し
、
8
月
12
日
午
前
６
時
15
分
浜

坂
駅
発
豊
岡
行
き
の
列
車
が
最
初
に
新

橋
を
通
過
し
ま
し
た
。
浜
坂
駅
に
は
か

に
ソ
ム
リ
エ
を
は
じ
め
、
新
橋
を
最
初

に
通
過
す
る
列
車
に
乗
ろ
う
と
い
う
鉄

道
フ
ァ
ン
な
ど
多
く
の
人
た
ち
が
集
ま

り
し
た
。

　
「
一
番
列
車
」が
発
車
す
る
２
番
ホ
ー

ム
に
は
、
か
に
ソ
ム
リ
エ
の
皆
さ
ん
が

「
祝
余
部
新
橋
梁
開
通
」
と
書
か
れ
た

横
断
幕
を
掲
げ
て
祝
い
、
列
車
を
見
送

り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
か
ら
は
、
橋

新
余
部
橋
り
ょ
う
開
通　

８
月
12
日

  
か
に
ソ
ム
リ
エ
も
一
番
列
車
を
お
見
送
り

り
ょ
う
を
最
初
に
運
転
す
る
列
車
に
乗

車
し
て
渡
っ
た
こ
と
を
認
定
す
る
『
認

定
書
』
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
浜
坂
駅

は
祝
賀
ム
ー
ド
に
わ
き
あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

新
し
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
は
、
風
速

30
㍍
ま
で
運
行
が
可
能
に
な
り
、
利
用

し
や
す
く
な
り
ま
す
。鉄
橋
の
橋
脚
は
、

11
基
の
う
ち
３
基
が
残
さ
れ
、
県
が
展

望
台
「
空
の
駅
」
と
し
て
整
備
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
に
は
、
特
急
は
ま
か
ぜ

号
の
新
型
車
両
が
運
行
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。定
時
制
が
確
保
さ
れ
、

安
全
で
快
適
な
運
行
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
、
私

た
ち
の
交
通
手
段
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

新余部橋りょう完成を祝うかにソムリエ（浜坂駅 )）

西村陳彦豊岡駅長が発車の　　
合図（余部駅）

災
害
時
の
強
い
味
方　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

救
助
資
機
材
搭
載
車(

小
型
ポ
ン
プ
消
防
車)

を
配
備

　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
や
ホ
ー
ス
な
ど
の

消
火
機
材
の
ほ
か
、
油
圧
カ
ッ
タ
ー
や

エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
な
ど
の
救
助
用
資

機
材
を
搭
載
し
た
消
防
車
両
が
、
８
月

26
日
に
配
備
さ
れ
、浜
坂
第
６
分
団（
三

尾
部
）
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
庁
か
ら
無
償
貸
与
さ
れ
た
も
の

で
、
浜
坂
第
６
分
団
の
消
防
車
両
が

昭
和
51
年
に
導
入
さ
れ
て
更
新
時
期
と

な
っ
て
い
る
こ
と
、
一
地
区
一
分
団
で

迅
速
な
出
動
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら

配
備
さ
れ
ま
し
た
。
新
消
防
車
両
は
四

輪
駆
動
車
（
６
人
定
員
）
で
、
降
雪
時

に
も
い
ち
早
く
出
動
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
各
種
カ
ッ
タ
ー
類

や
担
架
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど

の
救
助
時
に
活
躍
す
る

資
機
材
を
搭
載
し
て
お

り
、
災
害
時
に
対
応
で

き
ま
す
。

　

こ
の
日
、
町
か
ら
消

防
車
両
が
西
岡
安
雄
町

消
防
団
長
に
引
き
渡
さ

れ
た
後
、
団
長
か
ら
第

救助資機材の操作説明を受ける浜坂第６分団
の団員たち（後方は配備された消防団車両）

６
分
団
に
鍵
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
渡
し
を
受
け
た
分
団
員
た
ち
は
、

消
防
車
両
の
各
部
の
説
明
を
受
け
た

後
、
新
た
に
使
う
こ
と
に
な
っ
た
資
機

材
の
操
作
の
説
明
を
受
け
、
実
践
に
備

え
て
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
新
消
防
車
両
は
、
29
日

に
行
わ
れ
た
第
43
回
浜
坂
支
団
消
防
大

会
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
町
で
は
住
民
の
安
全
・
安
心

を
守
り
、
防
災
施
策
を
さ
ら
に
充
実
し

て
い
き
ま
す
。



H18（2006）.4.13

　

加藤文太郎
記念図書館

「９月のおすすめの本」
ご案内

モグラ
井上雅央・秋山雅世著／農山漁村文化協会
長年モグラの生態を研究してきた著者が、
知られざるモグラの素顔と生態を解き明
かし、その習性をふまえた対策方法を紹
介。「モグラ撃退グッズ」なんてもういり
ません。

92 歳。小さなしあわせを集めて生きる
　吉沢久子著／海竜社

いくつになっても新しいことに好奇心を
持ち、身のまわりのことや社会問題にも
関心を持ち、自分で料理を作って味わう
ことがしあわせと９２歳を迎えた著者は
語る。元気に長生きを楽しむヒントやほ
がらかに上手に年を重ねる具体的秘訣を
紹介します。

ヌれ手にアワ
　藤谷  治著／詳伝社

「島の観音象の下には “ 金のなる木 ” があ
る。あれさえあれば、世界一の金持ちに
なれる」と言い残し、突然老人が倒れた。
偶然その場に居合わせた男女５人は、そ
れぞれにお宝を独り占めしようと争奪戦
を繰り広げる。果たしてお宝にたどりつ
けるのは誰か？お宝の正体とは？お宝を
巡るドタバタコメディ。

赤米・黒米の絵本
いたにとみお  へん・スギカワユウコ絵／

農山漁村文化協会
米には、私たちが口にしている白米以外
に赤米や黒米、紫色の米や香りのある米
などがあります。それぞれの特性やイネ
の違い、育て方などを詳しく紹介して、
その活用法を伝授します。

まよわずいらっしゃい
斉藤  洋作・奥江幸子絵／偕成社

その月のテーマを 1つ用意して語る「怪
談クラブ」。今回は「乗り物」をテーマ
にした怪談話、7話が会員たちによって
語られる。ゾクッとする話や、キュッと
せつない話など 7種のこわさがあじわえ
ます。

  おはなし会　　 　　        　      
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『すっぽんぽんのすけ』 他
◆と 　き　9月25日（土）午後２時～

『たぬきのちょうちん』 他
◆と 　き　10月9日（土）午後２時～

子どもシネマの会　           　
『大決戦超ウルトラ８兄弟』

昭和のウルトラ4兄弟と平成のウルト
ラ4戦士が時空を越え奇跡の大終結
◆と 　き　10月9日（土）午後3時～

休館日のお知らせ　　　　   

【開館時間】
月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時
＊リクエストや予約したい本があり

ましたら気軽にお問い合わせくだ
さい。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（９月号） 10

９月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

10 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

は休館日
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広報しんおんせん（９月号）

　
　
　
　

　

町
は
、
京
都
府
・
兵
庫
県
・
鳥
取
県
の
行
政
機

関
や
民
間
組
織
と
連
携
し
て
、「
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
」
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
認
定
に
向
け

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）
に
つ
い
て
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

塩
谷
海
水
浴
場
の
周
辺
は
赤
黒
い
岩

石
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
こ
の
岩
石
は

約
２
千
万
年
前
の
日
本
列
島
が
ア
ジ
ア

大
陸
東
端
に
あ
っ
た
頃
、
火
山
活
動
に

よ
っ
て
噴
出
し
た
安
山
岩
や
そ
の
火
砕

岩
で
、
鳥
取
県
境
ま
で
分
布
し
て
い
ま

す
。岩

を
よ
く
観
察
す
る
と
、
流
れ
た
よ

う
な
硬
そ
う
な
溶
岩
や
熱
で
破
壊
さ
れ

た
（
自じ

破は

砕さ
い

溶よ
う

岩が
ん

と
も
い
う
）
た
め
に

礫れ
き

岩が
ん

の
よ
う
に
な
っ
た
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
板
状
の
割
れ
目
が
無

数
に
で
き
た
も
の
、
ガ
ス
が
抜
け
た
よ

う
な
穴
が
あ
る
も
の
な
ど
意
外
に
も
ろ

い
岩
石
か
ら
で
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
付
近
に
は
洞
窟く
つ

や
岩
が
削
ら

れ
て
で
き
た
波は

食
し
ょ
く

棚だ
な

、
波
の
穏
や
か

な
浅
瀬
の
波
模
様
（
漣れ
ん

痕こ
ん

）
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
地
形
、地
質
が
観
察
で
き
ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　
　
　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

塩
谷
（
諸
寄
）
の
安あ
ん

山ざ
ん

岩
・
火か

砕さ
い

岩  

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ④

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

▲浅瀬にできた波模様（漣
れん

痕
こん

）

外
国
懸
賞
金
が
も
ら
え
る

　
　

信
じ
て
い
い
の
？

　
　
　

Ａ
さ
ん
（
75
歳
）
の
相
談

　

外
国
か
ら
２
億
円
の
「
賞
金
獲
得
権

認
定
通
知
」
が
届
い
た
。

　
「
あ
な
た
に
賞
金
を
送
る
用
意
が

整
っ
て
い
る
。
エ
ン
ト
リ
ー
料
２
千
円

を
10
日
以
内
に
送
る
と
エ
ン
ト
リ
ー
登

録
が
行
わ
れ
、
賞
金
獲
得
権
が
得
ら
れ

る
」
と
書
い
て
あ
る
。

　

本
当
に
２
億
円
受
け
取
れ
る
の
だ
ろ

う
か
。

払
わ
な
い
で
下
さ
い
！

　

懸
賞
金
が
当
た
っ
た
か
の
よ
う
に
錯

覚
さ
せ
ら
れ
ま
す
が
、よ
く
読
む
と「
登

録
料
」
を
支
払
う
だ
け
で
す
。

　

懸
賞
金
獲
得
を
夢
見
て
送
金
を
し
て

も
、
懸
賞
金
は
受
け
取
れ
ず
に
お
金

だ
け
を
支
払
う
だ
け
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。

　

国
内
で
は
、
許
可
さ
れ
て
い
な
い
者

が
、
宝
く
じ
を
販
売
・
取
次
・
授
受
す

る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

封
書
を
受
取
っ
て
も
取
り
合
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
お
か
し
い
な
・
困
っ
た
な
」
と
思
っ

た
ら
お
早
め
に
『
消
費
生
活
相
談
室
』

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　
　
　

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

▲荒々しい岩肌の安山岩

う
ま
い
話
に
は
乗
ら
な
い
よ
う
に

　

簡
単
に
儲
か
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 22 年 8 月 31 日現在

広報しんおんせん（９月号）

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
㈱大上建設 土木施工管理技師 59 以下 250 ～ 300
今木建築 大工 不問 176 ～ 396
㈱マルワ渡辺水産 事務員 不問 160 ～ 200
㈱ヤマト物産 ルート営業 30 以下 150 ～ 245
㈱マル海渡辺水産 営業 64 以下 180 ～ 300
㈲下田鮮魚店 店員 40 以下 136 ～ 160
㈲ラッキー美容院 美容師 不問 140 ～ 250
ラスベガス浜坂店 ホールカウ

ンター係 不問 167 ～ 204
㈱エコール鳥取 塾講師 59 以下 150 ～ 250
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護補助者 不問 138
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 286 ～ 396
新温泉町社会福祉協議会 介護員 不問 136
㈱リフティングブレーン
鳥取営業所

食品の詰
め合わせ 不問 144
食品製造 不問 168

但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18 以上 135 ～ 182
（温泉地域）
全但バス㈱ バス運転手 不問 183 ～ 184

㈱寿荘 事務員 59 以下 140 ～ 170
客室係 不問 198 ～ 286

㈱井筒屋 客室係 60 以下 231 ～ 256

㈱みよしや旅館 フロント 61 以下 145 ～ 255
客室係 205 ～ 245

㈱たむら 接客スタッフ 不問 140 ～ 250
医療法人良和会湯村温泉病院 介護職 不問 155 ～ 160
社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら 看護師 不問 152 ～ 245
富士綜合警備保障㈱ 警備員 18 ～ 64 132 ～ 187

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産
レジ 不問 730 ～ 800
水産加工員 不問 750 ～ 880

㈱マル海渡辺水産

フ ロ ア ー ス
タッフ 不問 750 ～ 1,000
販売店員 不問 750 ～ 1,000
事務員 不問 800 ～ 1,000

北兵庫代行 運転手 不問 800 ～ 1,000
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850 ～ 1,500
ミネル㈱ 英会話講師 不問 1,400 ～ 2,000
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800 ～ 2,500
㈱リフティングブレー
ン鳥取営業所

食品の詰
め合わせ 不問 980

但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 730 ～ 1,000
（温泉地域）
㈱朝野家 調理補助 不問 750

㈱井筒屋
売店係

不問
850

コーヒーコーナ
ー、朝食会場 850

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

温泉小学校ランチルー
ム床改修工事 湯 ランチルーム床改修　1 式 4,305,000 平成 22 年 7 月 20 日～

平成 22 年 8 月 30 日 北村建築

用土ふれあいセンター
建設工事 用土 木造瓦葺平屋建　１棟

延床面積 116.42㎡ 20,947,500 平成 22 年 7 月 28 日～
平成 22 年 11 月 30 日 オザキ住建㈱

（平成 22年 7月 16日～平成 22年 8月 15日契約分）

平成 22 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集について
職　種 採用人員 職務内容 賃 金 等 配  属  先 応 募 資 格 等 勤  務  時  間  等

事務員 1 名  事務補助  日額
　6,400 円

  商工観光課  満 60 歳未満  午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
  社会保険・雇用保険加入

事務員 1 名  事務補助
 日額
　6,400 円   温泉公民館  満 60 歳未満

 午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
  （一部土・日・祝日勤務あり）
 社会保険・雇用保険加入

◇応 募 方 法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真貼付の上、役場総務課人事係へ提出してください。
◇採 用 期 間　平成 22 年 10 月１日～平成 23 年３月 31 日まで
◇受 付 期 間　平成 22 年９月９日（木）～ 21 日（火）午後 5 時まで
◇面 接 日 時　平成 22 年９月 29 日（水）午後 5 時 15 分から行います。
◇面 接 場 所　新温泉町役場　２階応接室
◇問い合わせ　役場総務課　人事係　℡８２ ‐ ３１１１

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
55

集
落
営
農
で
協
働
に
よ
る
農
業
を
！

桐
岡
集
落
営
農
組
合
の
活
動

◇
設
立　

平
成
14
年
８
月
１
日

◇
目
的

　

農
地
の
有
効
利
用
、
集
団
的
農
地
利

用
管
理
を
積
極
的
に
推
進
し
、
農
業

生
産
の
向
上
、
機
械
設
備
の
効
率
利

用
、
労
力
の
適
正
配
分
及
び
栽
培
技

術
の
高
度
化
を
図
り
、
地
域
の
農
業

生
産
の
担
い
手
を
育
成
し
農
業
経
営

の
改
善
を
進
め
る
中
で
地
域
農
業
集

団
の
育
成

◇
組
合
員
数　

33
名

◇
事
業
内
容　

組
合
員
の
農
業
経
営
の

維
持
管
理
、
組
織
内
農
地
の
有
効
利

用
、
土
地
の
利
用
の
調
整
及
び
作
付

栽
培
協
定
、
水
管
理
、
機
械
施
設
の

有
効
利
用
、
農
作
業
の
受
委
託
、
オ

ペ
レ
ー
タ
部
会
の
設
置

◇
耕
地
面
積　

１
，
３
４
７
ａ　
　

◇
機
械
、
設
備　
（
共
有
持
物
含
む
）

　

田
植
え
機
（
４
条
植
）
１
台

　

コ
ン
バ
イ
ン
（
３
条
刈
）
１
台

　

乾
燥
機
（
63
袋
）　

１
台

　

乾
燥
機
（
45
袋
）　

２
台

　

籾
摺
り
機　

１
台

　

自
動
選
別
機
（
70
袋
／
ｈ
）　

１
台

　

作
業
場
（
66
㎡
）
１
棟

◇
活
動
成
果　

中
山
間
地
域
直
接
支
払

制
度
を
利
用
し
て
年
次
的
に
機
械
整

備
を
進
め
、
耕
作
放
棄
地
の
減
少
と

機
械
投
資
の
抑
制
が
で
き
た
。

　

今
年
度
の
取
組
み

◇
水
稲
作
付
面
積　

１
，
０
２
３
ａ

　
　
（
内
種
子
１
９
７
．
１
ａ
）

　

う
ち
営
農
組
合
委
託

　

春
作
業
（
田
植
え
）  

約
６
５
０
ａ

　

秋
作
業
（
刈
取
、
乾
燥
、
籾
摺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
９
０
０
ａ

◇
転
作
、
自
己
保
全
面
積　

２
５
１
ａ

◇
美
方
大
納
言
小
豆
栽
培　

60
ａ

◇
鳥
獣
害
対
策
は
、
電
気
柵
の
共
同
設

置
、捕
獲
檻
を
２
基
設
置
し
て
い
る
。

◇
空
中
防
除
に
よ
る
水
稲
防
除
の
実
施

　

約
９
５
０
ａ

◇
水
路
、
農
道
の
共
同
管
理
（
改
修
、

補
修
、
保
全
、
草
刈
）、
農
道
コ
ン

ク
リ
ー
ト
舗
装
約
４
０
０
ｍ

◇
今
後
の
課
題

　

農
道
の
未
舗
装
（
約
３
０
０
ｍ
）
の

改
修
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
を
活
用
し
た
機
械
更
新
。
若
手
オ

ペ
レ
ー
タ
の
育
成
。
組
合
が
健
全
で

継
続
で
き
る
よ
う
今
後
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。　

▼
問
い
合
わ
せ　

　

農
業
委
員
会　

℡ 
82
‐
５
６
２
６

広報しんおんせん（９月号）

▼
作
り
方

①
梨
の
皮
を
む
き
、芯
を
取
り
除
い
て
、

細
か
く
刻
む
。

②
鍋
に
梨
と
砂
糖
３
５
０
グ
ラ
ム
を
入

れ
て
煮
る
。

③
30
分
煮
て
か
ら
、
残
り
の
砂
糖
と
ペ

ク
チ
ン
を
入
れ
て
、
焦
げ
な
い
よ
う

に
し
ゃ
も
じ
で
混
ぜ
な
が
ら
煮
詰
め

る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

　

★ 

梨
ジ
ャ
ム  ◆ 材  料

・梨・・・・・１㎏
・砂糖・・・・500g
・ペクチン・・5g

▲農業施設や機械の共同化で負担
　を軽減

　

新
温
泉
町
の
農
村
を
取
り
ま
く
環
境
は
、
農
作
物
価
格
低
迷
や
高
齢
化
、
後
継
者

不
足
な
ど
厳
し
く
、農
業
離
れ
が
進
み
、集
落
の
存
続
さ
え
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。一
方
で
、

10
年
前
か
ら
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
を
活
用
し
た
営
農
組
合
が
組
織
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
集
落
や
地
域
で
農
業
を
共
同
化
、
受
委
託
作
業
を
行
う
も
の
で
、
協
働

に
よ
る
村
づ
く
り
が
行
わ
れ
、
現
在
18
の
営
農
組
合
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
地
域
で
農
業
、
農
地
を
守
ろ
う
！
」
を
基
本
概
念
に
し
て
活
動
を
続

け
て
い
る
桐
岡
集
落
営
農
組
合
を
紹
介
し
ま
す
。
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8 月 24 日、飯野の巌山神社境内で町指定民俗文化財
の巌山地蔵大権現祭が行われました。神社横の土俵で恒
例行事の小学生と大人の奉納相撲があり、稚児土俵入り
では赤い鉢巻と赤い腹当てをつけた 1 歳前後の男児 10
人が、青年力士に抱えられ勇ましく四

し

股
こ

を踏みました。
途中、大雨に見舞われ、一時は地蔵権現を祭っている地
蔵堂内での稚児土俵入りとなりましたが、雨がやんだた
め一斉に稚児が土俵に入り、再び四

し

股
こ

を踏み、詰めかけ
た見物人の歓声を浴びていました。

中学生が丹土はねそ踊り
　8 月 14 日、丹土公民館前広場では帰省客や地元の人
が見守る中、地元の小学生と中学生が丹土はねそ踊りを
披露しました。踊り手は懐剣や長刀などを持って互いに
切り込んだり、飛び違ったりとリズミカルに演じます。
曲に合わせて頭を切り、六法を踏む所作は歌舞伎を連想
させるもので、その所作が決まるたびに大きな拍手が送
られました。丹土はねそ踊りは、昭和 47 年に県民俗文
化財に指定されています。（写真は、中学生の踊り）　

中辻芸踊　
　８月 14、15 日の 2 日間、中辻地区で小中学生を含
む踊り手約 20 人により中辻芸踊が披露されました。槍
や脇差、長刀などを手にして敵討ち場面を表現する独特
な踊りで、桃山時代から伝わり、毎年先祖の供養として
盆に踊られています。同保存会の指導のもと地元の小中
学生への継承活動が積極的に行われており、平成 6 年
に町民俗文化財に指定されています。

（8 月 14 日撮影）

　8 月 15 日、先祖を供養し平和を願う「岸田川灯籠流し・
送り火」が行われ、約 700 個の灯籠が岸田川の川面を
静かに照らしました。灯籠は「送り火の会」が一年がか
りで準備し、住民が祈りを込めて絵や文字を描いたもの。
浜坂仏教界の読経の後、篝

かがり

火
び

が焚かれ、ロウソクが灯さ
れた灯籠が次々と流されました。
　会場につながる道路端には、木本博明さんと絵手紙教
室の皆さんが描いた「絵手紙灯」約 90 個が設置され、
訪れる人の足元を照らしました。

盆の風物詩　岸田川灯
とう

籠
ろう

流し

H22（2010）.9.9

広報しんおんせん（９月号）

巖山地蔵大権現の稚児土俵入り



H18（2006）.4.13

15

　　　　　　　　自己記録めざして水泳記録会

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（９月号）

牧場公園でそうめん流し
　県立但馬牧場公園で、恒例のそうめん流しが行われ、
8 月 8 日には家族連れなど 150 人が冷たいそうめんで
涼をとりました。
　この日はそうめん 120 束をゆでて準備しましたが、
予想を超える参加者で長蛇の列ができました。会場には
竹を半分に割った長さ約40メートルの水路が用意され、
参加者は冷たい汁を受け取り、流れてくるそうめんを箸
で受け止めながら、のど越しのよいそうめんを次々に口
に運んでいました。　

　8 月 21 日、浜坂 B&G 海洋センタープールで水泳記
録会が行われ、参加した町内の小学生約 100 人は、自
己タイムの更新をめざして懸命な泳ぎを披露しました。
種目は、自由形と平泳ぎ、それぞれ 25㍍と 50㍍、リレー
があり、ゴールするまでデッドヒートが続き、声援が送
られていました。子どもたちは夏休みの練習の成果を遺
憾なく発揮し、真っ黒に日焼けした顔は満足げでした。

　8 月 8 日、び～ちふぇすた 2010 が浜坂県民サンビー
チ特設会場で開催され、72 チーム選手約 400 人の選手
が参加してビーチバレーボールを楽しみました。砂は焼
けるように熱くなる炎天下でしたが、ネット際の攻防や、
砂にまみれながらのレシーブなど熱戦が繰り広げられ

ま し た。 ま た
競技の前には、
応援の家族や
スタッフも加

灼熱の砂浜でビーチバレー

　標高 1000 メートルの高原で栽培されている特産「畑ヶ平大
根」の出荷が始まりました。まだ辺りが暗い早朝から収穫作業が
始まり、明け方からは洗浄、選別、箱詰め作業が行われ、翌日に
は京都や神戸などの市場に出回るとのこと。肉質がよく、みずみ
ずしい畑ヶ平大根は高評価を得ています。畑ヶ平農業生産組合は
17ha で栽培し、800 ～ 850 トンの出荷を予定しており、10 月
初旬まで収穫が続きます。（8 月 17 日撮影）

畑ヶ平大根の出荷始まる

わって砂浜を清掃し、スポーツを通じて地球環境に対する意識
を高めました。
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H22（2010）.9.9

ご
案
内

広報しんおんせん（９月号）

お
知
ら
せ

お
地
蔵
さ
ん
に
生
か
さ
れ
て

　
　

  

椿
野　

博
作
品
展

　

平
成
10
年
10
月
に
亡
く
な
っ
た
地
蔵

画
作
家
・
椿
野
博
さ
ん
（
豊
岡
市
城
崎

町
出
身
）
の
作
品
約
30
点
を
展
示
し
ま

す
。

▼
と
き　

９
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

～
10
月
６
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館　

以
命
亭

　
　

℡
82
‐
４
４
９
０　

子どもたちの手づくり工夫作品展
　町内小学生が夏休みに制作した手づくり工夫作
品を展示します。子どもたちの想像力あふれるす
ばらしい作品がいっぱいです。ぜひ、ご来場くだ
さい。

〈出展内容〉　手作り作品、
　　　　　　遊具、民芸品、
　　　　　　研究作品　など
◆温泉会場◆
　◇ところ　新温泉町民センター　２階集会室
　◇とき　9 月 11 日 ( 土）～ 16 日（木）
　　　　　午前９時～午後５時（最終日は午前中）
◆浜坂会場◆
　◇ところ　浜坂多目的集会施設　２階ホール
　◇とき　9 月 17 日（金）～ 22 日（水）
　　　　　午前９時～午後 5 時（最終日は午前中）
―問い合わせ―
　温泉公民館　℡ 92 ‐ 1870
　浜坂公民館　℡ 82 ‐ 4339　

移
動
図
書
館「
さ
さ
ゆ
り
号
」

　
　
　

   

巡
回
日
の
変
更

　

９
月
第
４
金
曜
日
の
運
行
日
を
変
更

し
ま
す
。

▼
運
行
日

　

変
更
前　

９
月
24
日
（
金
）

　

変
更
後　

９
月
28
日
（
火
）

▼
対
象
地
域　
　

　
　

温
泉
地
域
（
岸
田
～
千
谷
方
面
）

▼
問
い
合
わ
せ　

加
藤
文
太
郎
記
念
図

書
館　

℡
82
‐
５
２
５
１

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー     

木
工
細
工
と
刺
し
子
作
品
展

　

長
岡
繁
・
喜
美
枝
さ
ん
ご
夫
妻
（
養

父
市
）
が
制
作
し
た
木
工
細
工
と
刺
し

子
の
作
品
約
25
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

～
10
月
３
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

　
　
　

月
曜
日
休
館

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

93
‐
０
８
８
８

文
教
府
移
動
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

  

但
馬
教
育
書
道
同
人
展

～
古
典
の
臨
書
と
調
和
体
～

　

書
道
愛
好
家
の
公
募
に
よ
る
作
品
展

で
、
精
進
を
重
ね
た
30
点
を
展
示
し
ま

す
。
書
の
技
や
美
し
さ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
と
き　

９
月
９
日（
木
）～
15
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

　

町
民
セ
ン
タ
ー　

農
林
研
修
室

▼
主
催　

新
温
泉
町
文
化
協
会
、
新
温

泉
町
教
育
委
員
会
、
但
馬
教
育
書
道

同
人
会
、
県
立
但
馬
文
教
府

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
公
民
館　

℡
92
‐
１
８
７
０
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加藤文太郎記念図書館「図書館まつり」

特別おはなし会

　ぶんちゃんのおはなしポケットのメンバーと職
員による特別なおはなし会。何が飛び出すやら。
内容は盛りだくさん。
◇と　　き　10 月 23 日（土）午後２時～
◇と こ ろ　加藤文太郎記念図書館　視聴覚室
◇テ ー マ　「どうぶつがいっぱい」

手づくり教室「石ころアート」参加者募集
　

　川原で拾った石ころにペイントし、かわいい置
物を作ってみませんか。初めての方も大歓迎です。
　　　　　　　　（子どもふるさと教室と共催）
◇と　　き　10 月 3 日（土）午後 1 時～
◇と こ ろ　図書館  視聴覚室
◇対　　象　小学生（低学年は保護者同伴のこと）
◇募集人員　20 名（先着順）
◇参 加 費　材料代　500 円
◇講　　師　西但馬の自然を考える会代表
　　　　　　　福原陽一郎さん
◇応募期限　9 月 28 日（月）

―申し込み・問い合わせ―
加藤文太郎記念図書館　℡８２ ‐ ５２５１

　加藤文太郎記念図書館は、恒例の「図書館まつり」を開催します。今年も趣向を凝らしたさまざ
まな催しを用意して、皆さまのお越しをお待ちしています。ぜひご来館ください。

文太郎ゆかりの浜坂二山　　　
　　ふれあい登山体験参加者募集

　
浜坂三山のうち城山と観音山に登るほか、山陰

海岸ジオパーク館、観音山相応峰寺などに立ち寄
り、説明を受けます。加藤文太郎に思いをはせな
がらふれあい登山体験をしてみませんか。
◇と　　き　10 月 16 日 ( 土 ) 午前 9 時～午後 3 時
◇行　　程　図書館発→（バス）→城山園地→城

山山頂→文太郎ふるさとの碑→矢城の鼻・白灯
台→赤灯台→（バス）→山陰海岸ジオパーク館・
新田次郎文学碑→（バス）→観音山登山口→観
音山頂→岸田川河口→図書館着

◇対　　象　小学生以上（低学年は保護者同伴）
◇募集人員　25 名
◇参  加  費　100 円（保険料含む）
◇持  ち  物　弁当、お茶、雨具、タオルなど
◇応募期限　10 月 12 日（火）
◇共        催　加藤文太郎山の会

人形劇団「ひまわりぐみ」公演
　

みんなの大好きな人形劇です。家族そろってお
越しください。参加費は無料です。
◇と　　き　10 月 16 日 ( 土 ) 午後２時～
◇と  こ  ろ　図書館  視聴覚室
◇出    　演　人形劇団「ひまわりぐみ」（市川町）
◇演    　目　「あおむしのおさんぽ」
　　　　　　「ともだちっていいな」
　　　　　　「ちいさなもりのおはなし」
　　　　　　「おおきなかぶ」、「ぼうしがポン」

文太郎鍋のふるまい
　

図書館まつりイベント、「人形劇｣ や ｢ふれあ
い登山体験｣ のあとは、大好評の文太郎鍋をご賞
味ください。
◇と　　き　10 月 16 日 ( 土 ) 午後 3 時～
◇と  こ  ろ　図書館  玄関横
◇参  加  費　無料

おはなし会

　絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な折り紙など
をします。お子さんと一緒に参加しませんか。
◇と　　き　10 月 9 日 ( 土 ) 午後 2 時～
◇と  こ  ろ　図書館  おはなし室
◇内　　容　『たぬきのちょうちん』他

子どもシネマの会

◇と　　き　10 月 9 日 ( 土 ) 午後 3 時～
◇と  こ  ろ　図書館  視聴覚室
◇内　　容　『大決戦超ウルトラ８兄弟』（97 分）
　　　　　   ～昭和のウルトラ４兄弟と
　　　　　　　平成のウルトラ４戦士が
　　　　　　　　　時空を越え奇跡の大集結～
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I N F O R M A T I O N
子
ど
も
手
当
の
申
請
は

　
　

９
月
30
日
ま
で
に

　

中
学
校
修
了
前
の
子
ど
も
一
人
に
つ

き
、
月
額
１
３
，
０
０
０
円
の
子
ど
も

手
当
の
支
給
が
本
年
４
月
か
ら
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
だ
子
ど
も
手
当
を
受
給
し
て
い
な

い
方
で
次
に
該
当
す
る
場
合
、
９
月
30

日
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、
４
月
分
か
ら

受
け
取
れ
ま
す
。

　

早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方

で
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
養
育

し
て
い
る
方

☆
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
方
で
、

新
た
に
子
ど
も
手
当
の
対
象
と
な
る

子
ど
も
（
中
学
２
年
生
、
中
学
３
年

生
）
を
養
育
し
て
い
る
方

※
９
月
30
日
ま
で
に
申
請
さ
れ
な
い
場

合
は
、
申
請
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給

に
な
り
ま
す
。

※
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

福
祉
課
福
祉
係　

℡
82
‐
５
６
２
０

但
馬
地
区
精
神
保
健
福
祉
研
修
会

　

精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
自
分
ら

し
く
生
活
で
き
る
た
め
に
、
障
が
い
福

祉
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
と
も
に
考

え
る
研
修
会
で
す
。

　

参
加
は
無
料
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
テ
ー
マ

　

あ
と
一
歩
だ
け
進
む
勇
気
を
も
と
う

～
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
い
い
ん
だ
よ
～

▼
と
き　

10
月
８
日
（
金
）　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

９
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ　

出
石
文
化
会
館
ひ
ぼ
こ

ホ
ー
ル
（
豊
岡
市
出
石
町
水
上
）

▼
内
容

　

講
演　
「
誰
に
で
も
で
き
る
養
生
法
」

　

講
師　

公
立
豊
岡
病
院
精
神
科
部
長

　

吉
岡
隆
一
さ
ん

▼
問
い
合
わ
せ　

　

豊
岡
健
康
福
祉

事
務
所　

　

地
域
保
健
課

℡
（
０
７
９
６
）

26
‐
３
６
６
２

月　日 医 師 名 専門分野 その他
  7 日 ( 火 ) ～ 10 日 ( 金 ) 任　智美 味覚、小児難聴 兵庫医科大学耳鼻咽

喉科の先生方です。
変更がある場合はご
了承ください。

14 日 ( 火 ) ～ 17 日 ( 金 ) 竹林宏記 鼻
21 日 ( 火 ) ～ 24 日 ( 金 ) 三代康雄 耳 23 日 ( 祝日 ) 休診
28 日 ( 火 ) ～ 10 月 1 日 ( 金 ) 桂　弘和 耳管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―問い合わせ―　公立浜坂病院　℡ 82 ‐ 1611

公立浜坂病院　９月 耳鼻咽喉科担当医表
　公立浜坂病院の耳鼻咽喉科外来は週ごとに担当医が変わります。
　担当する医師は耳鼻咽喉科疾患全般の診察のほかに専門分野を持っています。参考にしてください。

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
へ

　

住
宅
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

で
修
理
し
ま
す

　

建
具
が
閉
ま
り
に
く
く
て
困
っ
て
い

る
、
棚
や
手
す
り
を
作
っ
て
ほ
し
い
な

ど
の
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
建
築
職

人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
修
理
し
ま
す
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
か
民
生
委
員
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

10
月
31
日
（
日
）
午
前
中

▼
対
象　

町
内
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
（
概
ね
70
歳
以
上
）

▼
募
集
件
数　

　

浜
坂
・
温
泉
地
区　

各
５
件
程
度

※
申
込
多
数
の
場
合
は
内
容
等
を
検
討

の
う
え
決
定
し
ま
す
。

▼
費
用　

材
料
費
の
み
負
担
く
だ
さ
い

▼
応
募
期
限　

９
月
15
日
（
水
）

▼
注
意
事
項　

修
繕
内
容
に
よ
り
修
理

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
下
見

を
行
い
ま
す
の
で
、
材
料
費
の
見
積

り
が
で
き
ま
す
。

▼
実
施
主
体　

東
播
建
設
労
働
組
合
但

馬
支
部
浜
坂
分
会
・
温
泉
分
会

▼
問
い
合
わ
せ　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

浜
坂
支
部　

℡
82
‐
１
０
７
１

　
　

温
泉
支
部　

℡
92
‐
１
８
６
６
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秋の全国交通安全運動　　
　　9 月 21 日（火）～ 30 日（木）

　日没時間が急に早まり、交通事故の多発
が予想されます。
　歩行者や自転車利用の方は、明るい色の
服装、夜光反射材を身につけましょう。
自動車や自転車に乗車の方は、早めにライ
トをつけましょう。
＜運動の重点＞
　◎夕暮れ時と夜間の歩行中、
　　自転車乗車中の交通事故防止
　◎全ての座席のシートベルトと
　　チャイルドシートの正しい着用の徹底
　◎飲酒運転の根絶
　◎夕暮れ時の早めのライト点灯の推進

　―  美方警察署　℡ 82 ‐ ０１１０  ―

広報しんおんせん（９月号）

H22（2010）.9.9

但
馬
の
雇
用
情
報
は　

地
域
雇
用
相
談
窓
口
を

　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

但
馬
地
域
の
求
人
情
報
を
提
供
し
、

労
働
に
つ
い
て
の
各
種
相
談
に
お
応
え

す
る
た
め
、
地
域
雇
用
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

月
・
火
・
木
・
金
（
祝
祭
日

を
除
く
。）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

地
域
雇
用
相
談
窓
口

　
　
（
但
馬
県
民
局　

商
工
労
政
課
内
）

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
８
６

▼
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
工
労
政
係　

　
　

℡
82
‐
５
６
２
５　
　

ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂　
　

秋
分
の
日
は
営
業
し
ま
す

　

９
月
23
日
（
木
）
は
祝
日
の
た
め
営

業
し
ま
す
。

　

９
月
24
日
（
金
）
は
臨
時
休
館
し
ま

す
。

雇
用
維
持
に
努
力
さ
れ
る
事
業
主
の
皆
様
へ

新
温
泉
町
中
小
企
業　

　

緊
急
雇
用
調
整
補
助
金

　

不
況
に
よ
り
、
や
む
な
く
事
業
規
模

を
縮
小
し
た
事
業
所
で
、
従
業
員
の
雇

用
維
持
に
努
め
て
い
る
事
業
主
に
、
休

業
手
当
の
一
割
相
当
の
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。
売
上
高
又
は
生
産
量
が
前

年
同
期
と
比
較
し
て
減
少
し
て
い
る
事

業
所
で
、
労
働
者
を
一
時
的
に
休
業
又

は
、
教
育
訓
練
を
行
っ
た
場
合
に
厚
生

労
働
省
か
ら
支
給
さ
れ
る
中
小
企
業
緊

急
雇
用
安
定
助
成
金
を
受
け
て
い
る
事

業
所
を
対
象
と
し
て
、
町
が
財
政
支
援

を
行
い
ま
す
。

▼
対
象　

町
内
に
事
業
所
を
有
し
、
１

年
以
上
の
事
業
実
績
を
有
す
る
方

▼
条
件　

平
成
21
年
４
月
以
降
に
、
厚

生
労
働
省
（
兵
庫
労
働
局
）
か
ら
中

小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
の
交

付
を
受
け
て
い
る
こ
と

▼
補
助
金
額　

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安

定
助
成
金
の
12
・
5
％

▼
支
給
限
度　

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安

定
助
成
金
の
支
給
日
数　

60
日
相
当

▼
必
要
書
類　

雇
用
安
定
助
成
金
支
給

申
請
書
及
び
添
付
書
類
、
助
成
金
支

給
決
定
通
知(
写
し)

、
町
税
の
納

税
証
明
書
等

▼
問
い
合
わ
せ　

　

商
工
観
光
課　

商
工
労
政
係

　
　

℡ 

82
‐
５
６
２
５

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
香
住

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
36
‐
０
１
３
６

　

厚
生
労
働
省
兵
庫
労
働
局

　

h
ttp

:/
/

w
w

w
.h

y
o

u
g

o
-

roudoukyoku.go.jp/

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
に   

　
　
　

 

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
「
個
別
労
働
関
係
紛
争
の
解
決
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
、
労

働
者
と
事
業
主
と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を

解
決
す
る
た
め
、
兵
庫
労
働
局
に
「
総

合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

解
雇
、
賃
下
げ
、
い
じ
め
、
配
置
転

換
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
相
談
を
専

門
の
相
談
員
が
電
話
と
面
談
で
受
け
付

け
ま
す
。

【 

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー 

】　

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
７
‐
０
８
５
０

　

神
戸
市
中
央
区
東
川
崎
町
１
‐
１
‐
３

神
戸
ク
リ
ス
タ
ル
タ
ワ
ー
15
階

　
　
（
兵
庫
労
働
局
総
務
部
企
画
室
内
）

―

問
い
合
わ
せ―

　

　

商
工
観
光
課　

℡
82
‐
５
６
２
５

　　　
―問い合わせ―

　　　ユートピア浜坂
　　　℡ 82 ‐ ５０８０
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 個人住民税の特別徴収制度
 　個人住民税の「特別徴収」とは、給与を支払う
事業者が、所得税の源泉徴収と同じように、毎月
支払う給与から住民税（町民税と県民税）を天引
きし、納入する制度です。
　法律等により、給与を支払う事業者は、特別徴
収義務者として住民税を特別徴収することになっ
ています。
　

        兵庫県・新温泉町

募　

集

第
５
回
新
温
泉
町
壮
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
と
き　

10
月
３
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
山
村
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
参
加
資
格　

町
内
在
住
ま
た
は
勤
務

す
る
方
（
学
生
は
除
く
）。
男
子
の

場
合
は
、
大
会
当
日
で
満
40
歳
以
上

▼
チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
18
名
以
内

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム
２
千
円　
　
　

　
　
　
　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
。）

▼
申
込
締
切　

　

９
月
27
日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ　

町
体
育
協
会
事
務
局

（
浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

℡
82
‐
４
５
１
２ 

多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
　

合
同
無
料
相
談
会

　

借
金
で
お
悩
み
の
方
を
対
象
と
し

て
、
多
重
債
務
や
生
活
再
建
（
家
計
管

理
）
に
関
す
る
相
談
、
こ
こ
ろ
の
相
談

を
受
け
、
多
重
債
務
者
問
題
の
根
本
的

解
決
を
支
援
し
ま
す
。
事
前
に
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

９
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時

▼
と
こ
ろ　

但
馬
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
市
妙
楽
寺
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

但
馬
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
０
９
９
９

10
月
１
日
～
７
日
は
公
証
週
間

　
　

   

無
料
相
談
を
実
施

　

豊
岡
公
証
役
場
で
は
、
週
間
中
に
相

続
、
遺
言
、
任
意
後
見
、
離
婚
に
伴
う

養
育
費
等
の
相
談
を
受
け
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

財
産
の
売
買
、
貸
借
な
ど
の
重
要
な

取
引
を
し
た
り
、
遺
言
を
残
し
た
り
す

る
と
き
は
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、

公
正
証
書
の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

　

豊
岡
公
証
役
場
（
豊
岡
市
寿
町
）

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
７
９
６

道路交通センサスにご協力ください
９月から 11 月にかけて、道路交通センサス（全国
道路・街路交通情勢調査）として、全国の自動車
をお持ちの方の中から無作為に抽出された家庭に、
調査員が訪問し、自動車の利用状況等のアンケー
ト調査を実施しています。ご協力ください。

　　　　　　　―問い合わせ―
  国土交通省近畿地方整備局　兵庫国道事務所調査課
               ℡（０７８）３３４ ‐ １６００

第
１
回
新
温
泉
町　
　

岸
田
川
駅
伝
競
走
大
会 

　
　

参
加
チ
ー
ム
募
集

　

温
泉
・
浜
坂
地
域
を
結
ぶ
新
た
な

コ
ー
ス
で
駅
伝
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

記
念
す
べ
き
第
１
回
大
会
に
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
と
き　

10
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

開
会
式　

午
前
９
時
～

▼
部
門
・
コ
ー
ス

◇
地
域
・
事
業
所
・
一
般
の
部
、
中
高

男
子
の
部

　
　
　
〔
７
区
間　

15
・
５
㎞
〕

　

町
民
セ
ン
タ
ー
（
9
時
50
分
ス
タ
ー

ト
）
～
七
釜
～
指
杭
～
役
場

◇
一
般
女
子
の
部
、
中
高
女
子
の
部
、

小
学
生
男
子
の
部
、
小
学
生
女
子
の
部

　
　
　
〔
5
区
間　

８
・
８
㎞
〕

　

金
屋
口
（
10
時
ス
タ
ー
ト
）
～
七
釜

～
清
富
～
役
場

▼
主
催　
新
温
泉
町
・
新
温
泉
町
教
育
委
員
会

▼
参
加
資
格

　

町
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
者

▼
参
加
費　

１
チ
ー
ム　

１
千
円

　
（
小･

中･

高
校
生
は
無
料
、
参
加

者
に
は
参
加
賞
あ
り
）

▼
応
募
期
限　

9
月
30
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
教
育
課　

社
会
体
育
係

　
　

℡
82
‐
５
６
２
９

　

教
育
委
員
会
分
室

　
　

℡
92
‐
１
８
７
０

今年から温泉・浜坂両
地域をたすきリレー



21 広報しんおんせん（９月号）

H22（2010）.9.9

くまさんの頼れる便利屋さん登場 !!　さらにお得になりました。
　買い物、病院等の外出の付き添い・墓掃除・草抜き・草刈り・枝切り・蛍
光灯電球の交換・家具の配置換え・家庭内外の掃除・簡単な補修仕事・パソ
コンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円からご利用いただけ
るようになりました。
  [ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの燃料代　　
1km × 15 円や、材料費等は別途請求致します。]　
事前予約が必要ですので、まずはお電話ください。
                                                                              （お見積もり無料）

   お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　            
                Tel （０７９６）８２－２８９６　　担当　熊本　池上

【広告】

医
療
事
務
へ
の
就
職
を
希
望
さ
れ
る
皆
さ
ま
へ

再
就
職
訓
練
の
受
講
生
募
集

　

カ
ル
テ
の
作
成･

管
理
、
医
事
シ
ス

テ
ム
の
知
識
習
得
な
ど
の
職
業
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
公
共
職
業

安
定
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
医
療･

調
剤
事
務
コ
ー
ス
】

　

公
共
職
業
安
定
所
長
の
受
講
指
示
又

は
推
薦
を
受
け
た
後
、
受
講
の
選
考

が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
応
募
期
限　

９
月
21
日
（
火
）

▼
選
考
日
時･

場
所　

　

９
月
30
日
（
木
）

　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

▼
訓
練
期
間　

　

10
月
12
日
（
火
）
～
12
月
10
日
（
金
）

▼
訓
練
場
所　

ニ
チ
イ
学
館
豊
岡
校　

　
　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
市
正
法
寺
）

▼
受
講
料　

無
料

　
　
（
た
だ
し
、
教
材
費
は
自
己
負
担
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校　

管
理
課　

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
２
２
３
３

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
香
住　

　
　

℡
０
７
９
６
‐
36
‐
０
１
３
６

　

商
工
観
光
課
商
工
労
政
係　

　
　

℡
82
‐
５
６
２
５

視
覚
障
が
い
者
の
手
引
き

ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

入
門
講
座
参
加
者
募
集

　

誰
も
が
気
軽
に
、
安
心
し
て
出
か
け

ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
一

緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

10
月
22
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

講
義
（
視
覚
障
が
い
に
つ
い

て
の
理
解
）、
外
出
支
援
活
動
の
実
技

▼
講
師　

Ｎ
Ｏ
Ｐ
法
人　

視
覚
障
害
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

歩
行
訓
練
士　

武
内
清
さ
ん

▼
参
加
料　

　

７
０
０
円
（
昼
食
代
）
当
日
集
金

　

※
食
事
も
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
含
ま

れ
ま
す
。

▼
応
募
期
限　

10
月
13
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

浜
坂
支
部　

℡
82
‐
１
０
７
１

　
　

温
泉
支
部　

℡
92
‐
１
８
６
６

い
き
い
き
健
康
講
座　

　
　
　
　

   

参
加
者
募
集

　

男
女
が
共
に
健
康
で
、
心
も
体
も
い

き
い
き
と
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め

に
、
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い

ま
す
。
運
動
指
導
を
受
け
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
と
き　

10
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

　

香
美
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
香
美
町
香
住
区
森
）

▼
内
容　

　

高
齢
者
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

▼
講
師　

介
護
予
防
運
動
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　

中
岸
圭
子
さ
ん　

▼
参
加
費　

無
料

▼
持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
１
枚

▼
募
集
人
員　

先
着
10
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
体
で
50
人
）

▼
応
募
期
限　

10
月
8
日
（
金
）

▼
主
催　

兵
庫
県
男
女
共
同
参
画
推
進

員
「
響
ネ
ッ
ト
但
馬
」
美
方
郡
地
区
会

▼
後
援　

新
温
泉
町
・
香
美
町

▼
問
い
合
わ
せ

　

文
化
会
館　

　

℡
82
‐
３
３
２
８




